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　　 　  郡山でトラックの日フェスタを開催
　６支部14会場で「道路に感謝クリーン作戦」を実施

●米子市で事業者大会

県ト協
●トラックの森で収穫祭に参加
●平成28年度各種助成事業執行状況
●交付金運営委員会

陸災防
●福島県産業安全衛生大会を開催

適正化
●郡山市で物流セミナーを開催

ダンプトラック部会
●ダンプトラック部会役員会

支　部
●県北支部がソフトボール大会を開催
●相双支部が省エネ運転研修会を開催

県ト協
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　平成28年度「トラックの日」フェスタは10月16日㈰
に郡山市「県中研修センター」において開催し、約
2,000人が来場した。全国統一のスローガンを「トラ
ックは生活（くらし）と経済のライフライン」として
実施した。
　はじめに開会式が行なわれ、割谷明裕青年部会長が
開催の宣言を行い、続いて、渡邉泰夫会長が主催者の
あいさつした後、「トラックの日」フェスタが開幕し
た。
　当日は家族連れが多数来場するなど各コーナーで賑わいをみせる一方、トラック運送業界の現状
を理解してもらうためのPR活動にも取り組んだ。
　また、会場内では交通遺児への募金活動も実施し、多くの方から善意を集めた。
　イベントにおいては交通安全として白バイ・パトカー展示、防災・国防コーナーとして自衛隊車

両、消防車両の展示、環境問題対策としてハ
イブリットトラックの展示、トラック運送業
界のPRとして冷凍車の展示・マイナス25度
を体験、大型車・Ｇマークラッピングトラッ
クの展示、トラック運送業界のパネル展示、
福島県民への地域貢献として献血活動、ポッ
プコーン、わたあめ、フランクフルト、ネイ
ル・ハンドマッサージ、和雅美太鼓 雅、せ

せらぎ小町、竹内ひとみバレエスクール、郡山吹奏楽団、ビンゴゲーム、震災の復興活動として浪
江やきそばを設けたほか、ミニＳＬコーナーでは多くの親子連れが楽しいひとときを過ごした。

【渡邉泰夫会長】【割谷明裕青年部会長】

郡山市で「トラックの日」フェスタを開催郡山市で「トラックの日」フェスタを開催郡山市で「トラックの日」フェスタを開催県ト協県ト協
青年部青年部
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　道路に感謝！クリーン作戦は10月22日㈯
（いわき支部は10月１日、県中支部は10月
16日、にそれぞれ実施）に県内６支部14会
場で826名が参加し、国道や主要道路を清
掃した。
　この作戦は、10月９日「トラックの日」
をＰＲするための事業として、公共道路を
利用しているトラック運送事業者やドライ
バーが感謝の気持ちにより、積極的に道路
清掃活動を行うことにより、環境保全意
識、ノーポイ意識の向上、さらには社会貢献意識の高揚を図り社会的地位のさらなる向上
を目的とし実施した。
　メーンの開始式は県北支部と県ト協本部の合同で開催し、153名が参加した。開始式では
初めに渡邉会長があいさつした。
　また、参加者を代表して第一貨物㈱の佐藤大機さんと紺野朝美さんが「県内６支部一斉
に環境美化のため道路への日頃の感謝をこめて積極的に道路清掃活動に取り組むことを誓
います」と宣誓した。最後に右近県北支部長の開始号令により道路清掃を開始した。

清掃場所

福島市飯坂町

○国道１３号線信夫山トンネル方面

○国道１３号線飯坂インター方面

○福島北警察署前方面

○農免道路飯坂線方面

○農免道路ＪＡ農産物販売所卸町方面

伊達市県道１５０号線、保原幹線１号線

○七丁目地点～大泉地点の１.2キロ

○栄町地点～一丁目地点の１.7キロ

二本松市中里向作田町国道4号線

作田地点～東裏地点の3キロ

二本松市国道4号線

道の駅安達上下線の約3キロ

郡山市喜久田町市道

県中研修センター周辺の約3キロ

須賀川市岩作国道４号線

大黒町地点～一里坦地点の約3キロ

西白河郡泉崎村国道4号線

白河の関トラックステーション～踏瀬地点の約3キロ

棚倉町県道289号線・118号線

逆川交差点地点～社川小一周約3キロ

会津若松市町北町国道121号線バイパス、旧道の上下線、49号線

観音前交差点地点～平塚交差点地点の約3キロ

喜多方市国道121号線バイパス

サテライト会津地点～蔵の湯地点の約1キロ

南会津町121号線バイパスはだかや地点～JA田島間

上下線

相馬市赤木町国道6号線

道の駅相馬～サテライト鹿島約6キロ

いわき市国道6号線

○岩間地区　小浜駐車場

いわき市国道6号線

○平地区　いわき清苑上下線駐車場

時　　間

10時00分～11時30分

10時00分～11時30分

7時30分～9時30分

8時30分～10時00分

8時30分～9時45分

10時00分～11時30分

10時00分～11時30分

10時00分～11時30分

9時00分～11時00分

10時00分～12時00分

8時30分～10時30分

9時00分～11時30分

9時00分～11時30分

支部名

県 北 支 部

（10月22日）

県 中 支 部

（10月16日）

県 南 支 部

（10月22日）

会 津 支 部

（10月22日）

相 双 支 部
（10月22日）

いわき支部
（10月１日）

　
合　計

参加人数（車両）

153名

55名
（1台）

93名

26名

99名

45名
（1台）

49名
（1台）

21名
（1台）

50名

15名

15名

81名
（１台）

124名
（4台）

826名
（9台）

６支部14会場で826名が参加し｢道路に感謝！クリーン作戦｣を実施６支部14会場で826名が参加し｢道路に感謝！クリーン作戦｣を実施６支部14会場で826名が参加し｢道路に感謝！クリーン作戦｣を実施県ト協県ト協
支　部支　部 各支部活動状況各支部活動状況

責任者

右近八郎
支部長

鈴木勝文
副支部長

佐藤仁氏

蓬田隆信
副支部長

西條久義
支部長

橋本一美
副支部長

小針幸神
支部長

菊池良造
副支部長

渡邉泰男
夫支部長

佐藤信成
支部長

加治雄司
支部長
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　第21回全国トラック運送事業者大会は10月６日㈭に鳥取県米子市「米子コンベンションセンター」
において約1,200名が参加し開催した。福島県からは渡邉会長他７名が参加した。
　トラック運送業界は安全・環境・経営基盤強化など多岐にわたる課題が山積みしており、事業者
大会はこうした課題の解決に向けて打開策を探る場と位置づけられている。事業者大会では、全体
会議と２分科会、記念講演で構成されており、それぞれの分科会では、コーディネーター、各ブロ
ックのトラック運送事業者代表によるパネリストらを中心として、テーマごとに議論された。最後
に大会決議を上程し、満場一致で採択した。最後に参加者が一致団結するためガンバローコールを
行った。

米子市で事業者大会米子市で事業者大会米子市で事業者大会全 ト 協全 ト 協

記念講演
 テーマ　　「東洋美人の酒造り」

●取引環境の改善及び長時間労働の縮減
●高速道路料金における大口・多頻度割引最大５０％の恒久化
●参入基準の厳格化等規制緩和の見直しを促進
●原価管理に基づく適正運賃の収受
●交通・労災事故の防止及び環境・省エネ対策の推進
●準中型免許の導入に伴う高校新卒者等の人材確保
●自動車関係諸税の簡素化・軽減を実現
●適正化事業の推進による法令遵守の徹底
●大規模災害発生時における緊急輸送体制を確立

大会決議

分科会
分科会

第一分科会

テーマ

トラック業界の交通安全対策の推進について

分科会

第二分科会

テーマ

トラック業界の人材確保及び育成について

講　師　　　株式会社澄川酒造場
  　　　代表取締役社長　　澄川 宜史　氏　

トラックの森で収穫祭に参加トラックの森で収穫祭に参加トラックの森で収穫祭に参加県 ト 協県 ト 協

　福島県トラック協会ではトラック業界として地球温暖化のための大きな要因であるCO2を削減す
るため、森林の保護育成により地球環境改善に寄与することを目指し、トラックの森事業を実施し
ています。
　昨年度に引き続き本年度も10月９日㈰に「下郷町中山地区内」において、トラックの森収穫際に
参加した。収穫祭には39名が参加し、草刈りやまき割りなどを体験後、昼食会を行うなど、中山地
区住民との交流を図った
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トラックの森で収穫祭に参加トラックの森で収穫祭に参加トラックの森で収穫祭に参加県 ト 協県 ト 協

　福島県トラック協会ではトラック業界として地球温暖化のための大きな要因であるCO2を削減す
るため、森林の保護育成により地球環境改善に寄与することを目指し、トラックの森事業を実施し
ています。
　昨年度に引き続き本年度も10月９日㈰に「下郷町中山地区内」において、トラックの森収穫際に
参加した。収穫祭には39名が参加し、草刈りやまき割りなどを体験後、昼食会を行うなど、中山地
区住民との交流を図った

　平成28年度の各種助成事業の平成28年10月25日現在の執行状況は下表のとおりとなっています。
　助成事業によっては、助成金申請書の提出期限前であっても、予算額に達した場合は申請しても助成されま
せんので十分注意してください。
　また、「執行状況」については、本表作成時点後の申請状況により変わりますので、助成事業の利用を予定
している方は、早めの申請をされるようにしてください。

平成28年度各種助成事業執行状況平成28年度各種助成事業執行状況平成28年度各種助成事業執行状況県 ト 協県 ト 協

執行状況
（％）

執行状況
（％）

55

32

 9

16

61

78

47

28

30

57

32

67

35

44

84

17

 0

76

17

35

69

39

交
通
安
全
対
策
事
業
費

交
通
公
害
対
策
費

研
修
・
調
査
事
業
費

基
金
運
営
事
業
費

適
正
化

事
業
費

注1）「制度の概要」は、助成制度の概略を記載したもので、詳細は助成要領等で確認してください。
注2）本表は、会員を対象としたもので、Gマーク取得の非会員に対する助成措置は省略してあります。
注3）「執行状況」は、予算額に対する執行率を「％」で表示します。概ね９０％を超えたときは「締切間近」と、また、予算額に達した場合は「終了」と表示します。

区分 助成事業名

１　適性診断

２　睡眠時無呼吸症候群
検査（SAS）

３　睡眠時無呼吸症候群
精密検査（PSG）ポリグ
ラフィ検査

４　ドライバー研修

５　EMS

６　ドライブレコーダー

７　安全装置

８　フォークリフト技能講習
受講料

９　ETC2.0

10　中型・大型免許助成

11　定期健康診断

12　アイドリングストップ
　　支援機器

13　ポスト新長期

14　エコタイヤ

15　中小企業大学校

16　グリーン経営認証

17　経営診断

18　近代化基金利子補給

19　信用保証料

20　緊急制度資金利子助成

21　緊急制度資金信用保 
　証

22　運行管理者講習

制度の概要
 
運転者適性診断（一般・初任・適齢）の受診料の
助成

睡眠時無呼吸症候群のスクリーニング検査に要
する経費（第一次検査、第二次検査、再検査）の
助成

SAS検査の結果、精密検査の対象となった者に
対する検査費用の助成

安全運転研修施設にドライバー等を派遣訓練経
費(受講料）に対する助成

EMS機器の導入に要した経費に対する助成

ドライブレコーダーの導入に要した経費に対する助
成

後方視野確認支援装置、呼気吹込み式アルコー
ルインターロック、IT点呼に使用する携帯型アルコ
ール検知器の導入に要した経費に対する助成

陸災防の行うフォークリフト運転技能講習の受講
経費

ETC2.0機器購入に要した経費に対する助成
（コーポレートカードを利用している事業者）

従業員に中型免許、大型免許、けん引免許を指
定教習所で取得させた費用に対する助成

運転手の健康診断に対する助成

アイドリングストップ支援機器の導入に要した経費
に対する助成

ポスト新長期規制適合車を導入した経費

エコタイヤ（転がり抵抗5％以上低減）を導入装着
に要した経費

中小企業大学校の対象講座の受講料を受講した場合

グリーン経営認証を取得又は更新した際の費用
の一部を助成

経営診断に要した経費の一部に対する助成

物流施設整備資金、車両（ポスト新長期含）、省
エネ機器等購入に要する資金借入に対する利
子補給

信用保証協会の一般保証料に対する助成

県ト協の保証料助成を受けたものに対する借入利子の助成

県制度資金等の保証料に対する助成

運行管理者講習(一般、基礎）の受講料の一部
に対する助成

助成額等
一般診断　2,300円/人
初任診断　2,000円/人
適齢診断　2,000円/人

5,000円/人 

20,000円/人(上限）
 
全ト協主催の一般研修　10,000円/人(上限）
全ト協主催の特別研修
　Gマーク取得事業所　　　 全額　
　その他　　　　　　　　　7割

導入経費の1/2（上限40,000円） 

導入経費の1/2
　運行管理連携　　45,000円　  (25,000円）
　標準型　　　　　30,000円　  (20,000円）
　簡易型　　　   　15,000円　  (15,000円）
　スマートフォン(アプリ） 3,000円　  (  3,000円）
※（　）書きの金額は、国の補助金を受けた場合

27,000円/台
 

4,000円/人

7,000円/台 

中型免許（二種は除く）  　　50,000円/人上限
大型免許（二種は除く）　　100,000円/人上限
けん引免許　　　　　　　 50,000円/人上限
中型限定解除　　　　　　30,000円/人上限

1,000円/人・年（上限）

電気式の毛布・マット・ベッド　　　 15,000円/枚
エア・温水式ヒーター　　　　    120,000円/基
蓄冷式クーラー（リヤ・三菱）　　   90,000円/基
蓄冷式クーラー（ベッドルームクーラー・デンソー、
ＵＤ）  　　　　　　　　　　　  50,000円/基
車載バッテリー式冷房装置 　    120,000円/基
ジェルマット　　　　　　　　  　 9,000円/枚

小型　新車 　　15,000円
中型　新車 　　30,000円
大型　新車 　　50,000円
※CNG、ハイブリッドトラックについては要綱を参照のこと

3,000円/本
車両数×１/3 (四捨五入)×10本上限

受講料の2/3相当額
 
新規取得　　 100,000円
更新　　　　　50,000円

経営診断費用の1/2　80,000円限度
（Gマーク取得者は　100,000円限度）

近代化基金融資　　　　　利率　 　０．４％
ポスト新長期車　　　　　 　 〃　　　０．６％
低公害車・省エネ関連機器　  〃　　　０．６％

信用保証料の額が
　50,000円まで　全額
　50,000円～ 50,000円に50,000円を超えた額の1/2を加えた額

支払利子利率の0.8％（3年間） 

信用保証料の額が
　100,000円まで　全額
　100,000円～ 100,000円に100,000円を超えた額の1/2を加えた額

一般講習　1,000円/人・年
基礎講習　4,000円/人・年

限度額等
 

一人年１回

一人年１回
　1会員50人まで

一人年１回 

1会員　5名まで

1会員20台上限

1会員20台上限 

1会員20台上限

1会員県内保有台数の
30％で、30台上限

1会員50万円上限

車両台数上限

電気式の毛布・マット・ベ
ッド　　　　　　  30枚
エア・温水式ヒーター
　　　　　　　 　3基
蓄冷式クーラー・車載バ
ッテリー式冷房装置 3基
ジェルマット　　 　30枚

18台 

180本 

1事業者1回/年
（支店、営業所の数にかかわ
らず年度内で1事業者につき
取得・更新のどちらか１回）

近代化基金 １会員 ５千万
ポスト新長期 １会員 １億
低公害車等 １会員 ５千万

上限
年度内　100,000円 

上限
年度内　200,000円 

一般講習は選任管理者のみ
基礎講習は車両台数の
10％を上限(端数切上げ）

平成28年10月25日現在
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　平成28年度物流セミナーは10月19日
㈬に郡山市「ホテルハマツ」において
開催され、会員事業所と荷主企業など
137名が出席した。
　はじめに渡邉泰夫会長が挨拶し、続
いて、来賓あいさつとして谷藤耕治福
島運輸支局長、高橋仁福島労働局労働
基準部監督課長が出席し祝辞を述べ、
セミナーでは2部制で講演会を実施し
た。

【渡邉泰夫会長】 【谷藤耕治福島運輸支局長】 【高橋仁福島労働局労働基準部監督課長】

郡山市で物流セミナー開催郡山市で物流セミナー開催郡山市で物流セミナー開催適 正 化適 正 化

 
演 題　　「日本のトラック輸送産業　現状と課題」

講 師　 　公益社団法人全日本トラック協会
　　　     　     企画部長　小山　誠 氏

第一部

第二部

第一部

 
演 題　　「事業継承のポイント」

講 師　　 木村税務会計事務所
　　　　         木村　聡子 氏

第二部
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●受験申請手続きの詳細は、試験案内書及び運行管理者試験センターのホームページを参照して下さい。

※１．トラック協会各支部では受験申請書を取扱いしておりません。⇒問合せはTel：024-558-7755まで 
※２．基礎講習の受講により受験資格を得て受験申請される方は、各指定実施機関へお問い合せ下さい。

平成28年度第２回運行管理者試験のご案内

（公財）運行管理者試験センター　試験事務センター
自動音声サービス：TEL　04－7170－7077（平日9時～17時はオペレータ対応有）
ホームページ：http://www.unkan.or.jp/　　携帯電話版：http://www.unkan.or.jp/mobile/

●試験日程、受験申請書の頒布（販売）、申請期間
　⑴　試　　験　　日：平成29年３月５日㈰
　⑵　申請書の頒布（書面申請）期間
　　　　①書面申請書による申請：平成28年11月11日㈮～12月２日㈮
　　　　　※平成28年12月２日㈮の消印有効（締切日を過ぎたものは受理されません）
　　　　　当協会でも上記期間内で申請書を販売いたします。　
　　　　②インターネットによる申請：平成28年11月11日㈮～12月12日㈪

●受験手数料
　⑴　受験手数料：6,000円（非課税）
　　　この他、次の⑵又は⑶のいずれかが必要となります。
　⑵　書 面 申 請：1,030円（税込）（試験案内書を含みます）
　⑶　インターネット申請（システム利用料）：648円（税込）
　⑷　おまかせ申請：2,000円（税込）試験案内書含む。この他システム利用料648円（税込）が
　　　必要となります。

●インターネットによる受験申請（携帯電話、スマートフォンからの申込はできません）
　⑴　申込方法：（公財）運行管理者試験センターホームページにアクセスして申込手順に従って

必要事項を記入してください。
　⑵　申込期間：平成28年11月11日㈮午前９時～12月12日㈪午後７時59分（厳守）まで
　⑶　注意事項：インターネット申請の申込み後、平成29年１月10日㈫午後11時59分（厳守）ま

でに受験手数料の支払いを行わないとインターネットによる申請が取消しとなり
ます。

●書面申請書の購入について
　今回より申請書の郵送販売は廃止となりましたのでご注意ください。

　（公社）福島県トラック協会ダンプトラック部会は10月12日㈬に郡山市「県中研修センター」に
おいて、12名が参加し平成28年度第3回役員会を開催した。
　はじめに、伊藤浩一部会長があいさつし報告事項・議事へと移った。平成28年度定時総会以降の
活動報告として①全ト協 第40回ダンプトラック部会開催報告 ②福島復興支援輸送協同組合への加
入状況について ③「除染等業務従事者特別教育」の開催状況について ④総会における要望事項の対
応について報告し承認され、続いて議事事項①ダンプトラック部会 入退会事業者の承認について②
ダンプトラック稼働率実態調査の取扱いについて ③中間貯蔵施設への除染廃棄物当の輸送対応につ
いて協議され全て可決承認された。

ダンプトラック部会が役員会ダンプトラック部会が役員会ダンプトラック部会が役員会ダンプトラック部会ダンプトラック部会

　平成28年度物流セミナーは10月19日
㈬に郡山市「ホテルハマツ」において
開催され、会員事業所と荷主企業など
137名が出席した。
　はじめに渡邉泰夫会長が挨拶し、続
いて、来賓あいさつとして谷藤耕治福
島運輸支局長、高橋仁福島労働局労働
基準部監督課長が出席し祝辞を述べ、
セミナーでは2部制で講演会を実施し
た。

【渡邉泰夫会長】 【谷藤耕治福島運輸支局長】 【高橋仁福島労働局労働基準部監督課長】

郡山市で物流セミナー開催郡山市で物流セミナー開催郡山市で物流セミナー開催適 正 化適 正 化

 
演 題　　「日本のトラック輸送産業　現状と課題」

講 師　 　公益社団法人全日本トラック協会
　　　     　     企画部長　小山　誠 氏

第一部

第二部

第一部

 
演 題　　「事業継承のポイント」

講 師　　 木村税務会計事務所
　　　　         木村　聡子 氏

第二部
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県 ト 協県 ト 協

　本年度の第１回交付金運営委員会が、10月20日㈭に委員８名が出席し郡山市の県中研修センター
において行われた。
　加治雄司委員長のあいさつに続き、議事として、「平成28年度の運輸事業振興助成交付金特別会
計（以下「交付金会計」という。）に係る各種事業」や「交付金会計に係る助成事業」、「近代化
基金の融資・運営状況」等が取り上げられ、各委員による活発な協議が行われた。
　なお、交付金運営委員会は今年度中に４回計画しており、次回は12月15日に開催予定となってい
る。

平成28年度交付金運営委員会について平成28年度交付金運営委員会について平成28年度交付金運営委員会について

技能講習等実施予定技能講習等実施予定技能講習等実施予定陸 災 防陸 災 防



（16.11 −№ 430）（ 12 ）

陸 災 防陸 災 防

　平成28年度福島県産業安全衛生大会は、福島県労働基準協会主催、
陸災防福島県支部共催で10月6日㈭「相馬市民会館において、県内から
県支部会員事業場を含む約550名が参加して開催された。
　大会は、地元宇多郷騎馬会陣螺研究部の“始めのかい”を合図に幕を
開き、第１部において、唐橋幸市郎福島県労働基準協会会長の主催者挨
拶がされ、島浦幸夫福島労働局長が祝辞を述べた。引き続き、産業安全
及び労働衛生に努力されその功績が顕著と認められた方々が表彰され、
当県支支部会員事業場より１事業場３名が受賞した。　
　第２部では、㈱ＩＨＩ航空宇宙事業本部相馬事業所相馬第二工場の“「工場一丸！5Ｓ活動による安全意
識の向上”と題して好事例発表があり、特別講演としてＴＢＳラジオ生島ヒロシのおはよう定食・一直線等
でお馴染みのフリアナウンサーの生島ヒロシさんにより“生島流　人生の生き抜き方”と題し行われた。

　　　

　三菱電機ロジスティクス㈱　通信機事業所　郡山分室　殿

　松島 　輝 殿【日本通運㈱福島支店 支店長】　　髙野　充生 殿【㈱丸東　取締役業務部長】
　佐藤　信成 殿【丸カ運送㈱　代表取締役】

「福島県産業安全衛生大会」を開催「福島県産業安全衛生大会」を開催「福島県産業安全衛生大会」を開催

福島県労働基準協会長賞 産業安全功労者

福島労働局長賞　奨励賞（安全確保対策）

福島県労働基準協会長賞　労働衛生功労者

【宇多郷騎馬会陣螺研究部による
　　　　　　　　　　　陣螺吹奏】

県北支部がソフトボール大会を開催県北支部がソフトボール大会を開催県北支部がソフトボール大会を開催支　部支　部

　10月２日㈰に県北支部並びに陸災防県北分会共催にて健康増
進ソフトボール大会を開催した。右近支部長の開会挨拶で試合
を開始し、秋晴れの下、22チームが熱戦を繰り広げ、会員職員
間で親交を図った。優勝はヤマト運輸㈱チーム、準優勝ＪＡパ
ールライン福島㈱チームとなった。

相双支部が省エネ運転研修会を開催相双支部が省エネ運転研修会を開催相双支部が省エネ運転研修会を開催支　部支　部

　10月８日㈯に相双支部が相馬方部共同休憩所駐車場におい
て、省エネ運転研修会を開催し会員事業所からは10事業所16名
が参加した。いすゞ東北㈱福島支社のご協力により、燃料効率
を高める６つのポイントを座学での説明を受けたのち、指導員
添乗による実技指導を受けた。なお、本研修会受講者には運転
実技講習終了証が発行された。
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陸 災 防陸 災 防

　平成28年度福島県産業安全衛生大会は、福島県労働基準協会主催、
陸災防福島県支部共催で10月6日㈭「相馬市民会館において、県内から
県支部会員事業場を含む約550名が参加して開催された。
　大会は、地元宇多郷騎馬会陣螺研究部の“始めのかい”を合図に幕を
開き、第１部において、唐橋幸市郎福島県労働基準協会会長の主催者挨
拶がされ、島浦幸夫福島労働局長が祝辞を述べた。引き続き、産業安全
及び労働衛生に努力されその功績が顕著と認められた方々が表彰され、
当県支支部会員事業場より１事業場３名が受賞した。　
　第２部では、㈱ＩＨＩ航空宇宙事業本部相馬事業所相馬第二工場の“「工場一丸！5Ｓ活動による安全意
識の向上”と題して好事例発表があり、特別講演としてＴＢＳラジオ生島ヒロシのおはよう定食・一直線等
でお馴染みのフリアナウンサーの生島ヒロシさんにより“生島流　人生の生き抜き方”と題し行われた。

　　　

　三菱電機ロジスティクス㈱　通信機事業所　郡山分室　殿

　松島 　輝 殿【日本通運㈱福島支店 支店長】　　髙野　充生 殿【㈱丸東　取締役業務部長】
　佐藤　信成 殿【丸カ運送㈱　代表取締役】

「福島県産業安全衛生大会」を開催「福島県産業安全衛生大会」を開催「福島県産業安全衛生大会」を開催

福島県労働基準協会長賞 産業安全功労者

福島労働局長賞　奨励賞（安全確保対策）

福島県労働基準協会長賞　労働衛生功労者

【宇多郷騎馬会陣螺研究部による
　　　　　　　　　　　陣螺吹奏】

県北支部がソフトボール大会を開催県北支部がソフトボール大会を開催県北支部がソフトボール大会を開催支　部支　部

　10月２日㈰に県北支部並びに陸災防県北分会共催にて健康増
進ソフトボール大会を開催した。右近支部長の開会挨拶で試合
を開始し、秋晴れの下、22チームが熱戦を繰り広げ、会員職員
間で親交を図った。優勝はヤマト運輸㈱チーム、準優勝ＪＡパ
ールライン福島㈱チームとなった。

相双支部が省エネ運転研修会を開催相双支部が省エネ運転研修会を開催相双支部が省エネ運転研修会を開催支　部支　部

　10月８日㈯に相双支部が相馬方部共同休憩所駐車場におい
て、省エネ運転研修会を開催し会員事業所からは10事業所16名
が参加した。いすゞ東北㈱福島支社のご協力により、燃料効率
を高める６つのポイントを座学での説明を受けたのち、指導員
添乗による実技指導を受けた。なお、本研修会受講者には運転
実技講習終了証が発行された。

福島県選出国会議員へ税制改正・予算に関する第一次要望を実施福島県選出国会議員へ税制改正・予算に関する第一次要望を実施福島県選出国会議員へ税制改正・予算に関する第一次要望を実施県 ト 協県 ト 協

　福島県トラック協会は10月13日㈭、渡邉泰夫会長、右近八郎副会長、荒川孝一専務理事、穂積央
男事務局長が福島県選出国会議員をそれぞれ訪問し、トラック運送業界の現状について説明すると
ともに、平成29年度税制改正・予算に関する要望書、中間貯蔵施設への除去土壌等の輸送に向けた
要望書などトラック運送業界からの要望事項を説明した。また、11月19日に福島市「ザ・セレクト
ン福島」において実施予定の福島県トラック政策推進協議会懇親パーティへの出席要請も行った。

【自民党本部にて】

【金子恵美衆議院議員】 【増子輝彦参議院議員】

【真山祐一衆議院議員】 【小熊慎司衆議院議員】

左より 根本匠衆議院議員、亀岡偉民衆議院議員、森まさこ参議院議員、
　　　 菅家一郎衆議院議員、吉野正芳衆議院議員
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日　程 行　　事　　内　　容 開　催　場　所

11月の行事予定11月の行事予定

１日㈫
14日㈪

19日㈯

25日㈮

東北運輸局長表彰・支局長表彰
第５回常任理事会
第４回理事会
福島県トラック協会事業政治連盟パーティ
第５回取引環境・労働時間改善協議会

福島市「ホテル福島グリーンパレス」
福島市「福島研修センター」

福島市「ザ・セレクトン福島」

福島市「福島研修センター」

日　程 会　場 住　所
事故防止講習会の日程事故防止講習会の日程

16日㈬
18日㈮
21日㈪
22日㈫
28日㈪
30日㈬

白河の関トラックステーション
会津方部共同休憩所  
パレスいわや 
相馬方部共同休憩所
郡山ユラックス熱海 
福島県トラック協会福島研修センター

西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針１５－１
会津若松市町北町大字始字見島８０－２
いわき市鹿島町久保字梅田４－１
相馬市赤木字松ヶ澤１４４－７  
郡山市熱海町熱海二丁目１４８－２  
福島市飯坂町平野字若狭小屋３２　

交通事故統計交通事故統計交通事故統計お知らせお知らせ

第一当事者が県内居住の事業用貨物車の交通事故発生状況は平成27年に比べ平成28年では発生件数
（－23）、死者数（増減なし）、傷者数（－37）となっている。交通規則を守ることは、社会人としての基本的な責
務です。会員事業所におかれましても、プロドライバーとして、より一層の交通安全対策をお願いします。

第一当事者が県内居住の事業用貨物車の交通事故発生状況（９月末）

交通ルールの遵守、思いやり運転等交通マナーアップ　交差点での安全確認の励行　速度の抑制

平成28年度ふくトラネットワーク協同組合　ＫＩＴ情報平成28年度ふくトラネットワーク協同組合　ＫＩＴ情報平成28年度ふくトラネットワーク協同組合　ＫＩＴ情報協同組合協同組合

「Web KIT」荷物（求車）・車両（求荷）の情報登録・成約件数 ※上記表にはKIT外成立は含みません

荷物（求車）登録件数

荷物（求車）成約件数

成約率

車両（求荷）登録件数

車両（求荷）成約件数

成約率

5月

275件

106件

38.5％

177件

115件

65.0％

4月

356件

76件

21.3％

255件

128件

50.2％

6月

178件

99件

55.6%

227件

170件

74.9%

7月

259件

99件

38.2%

203件

145件

71.4%

8月

359件

119件

33.1%

207件

141件

68.1%

9月

417

139

33.3%

233

171

73.4%

10月 11月 12月 １月 2月 3月 合　計

1,844件

638件

34.6%

1,302件

870件

66.8%

前年同期合計

2,394件

574件

24.0%

1,546件

929件

60.1%

増　減 

ー 550件

+ 64件

     10.6ポイント

ー 244件

ー59件

     6.7ポイント

     

     

発生件数

死 者 数

傷 者 数

発生件数

死 者 数

傷 者 数

1月 3月2月 4月 5月 6月 8月 9月

27
年
（
概
数
）
28
年
（
概
数
）

7月 11月 12月10月平成27年

に比べて

の増減数

合計

87

2

114

64

2

77

年間合計

113

4

141

5

10

5

11

ー23

0

　ー37

10

 

11

5

1

5

13

15

11

12

5

5

5

6

8

1

9

7

8

10

12

5

1

5 

13

1

17

7

1

6

12

18

8

11

13

 

15

7

7

11

1

11

8

13

9

11

平成28年11月１日発行（毎月１回１日）
編集発行　公益社団法人福島県トラック協会
〒960-0231　福島市飯坂町平野字若狭小屋32
TEL 024-558-7755㈹　FAX 024-558-7731
H.P http://fukutora.lat37n.com/

トラック広報　わだち11月号（通巻430号）


